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１．研究目的 

今日、発電所や工場から発生する廃熱や身の

周りに存在する地熱や太陽熱を電気に変換す

ることが可能な熱電材料が注目されている。特

に Zn4Sb3 は、300℃～400℃の中温領域で高い

性能を発揮する p 型熱電材料であり、400℃で

ZT=1.3 を越える性能指数が報告されている 1)。

また、合金系熱電材料の研究において、母材中

にナノ粒子を添加することによって熱電特性

が大きく向上することが報告されている 2)。  

本研究では、ナノ粒子に酸化物半導体である

ZnO を用い、Zn4Sb3 の熱電特性におよぼすナ

ノ粒子添加の効果について調べたので報告す

る。 

２．実験方法 

原料には Zn（純度 99.99 ％）と Sb（純度

99.9 ％）の粉末を用いた。これらをモル比で

60：40 となるよう混合させ、これに粒径 50 nm

の ZnO ナノ粒子（シグマアルドリッチ社製）

を 0～7 wt.%添加した。これを窒素中において

700 oC で 30 分保持したのち炉冷した。作製し

た試料の結晶構造は X 線回折装置を、表面の

観察には SEM を用いて調べた。また熱電特性

については、電気抵抗率ρ、ゼーベック係数 S

の温度依存性について調べた。 

３．実験結果 

図 1 に 400 oC で測定した Zn4Sb3のパワーフ

ァクター（=S2/ρ）と ZnO ナノ粒子添加量の関

係を示す。無添加の試料と比べて、ZnO を

1~5wt.%添加した試料のパワーファクターは

18%増大した。詳細については当日に報告する。 

 

図１Zn4Sb3 のパワーファクターにおよぼす

ZnO ナノ粒子添加の効果 
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